
 

大学教育開発センター                                      
 

１）社会のニーズを踏まえた教養 

教育の見直し（数理・DS・AI） 
 －参加学部数 

 －履修者数 

 －授業満足度 

 （「データサイエンス・AI 入門」科目運営委員会） 

２）アクティブ・ラーニング型授業の推進 

 －アクティブ・ラーニング型授業の実施割合 

（大学教育開発センター委員会等） 

３）学修ポートフォリオの普及 

 －学生の成長実感 

－利用者数 

 ４）学修成果を可視化するアセスメントの

実施 
 －学修成果を可視化する取組件数 

（大学教育開発センター委員会） 

５）附属高校を含めた高大接続・連携教育の
推進 

 －取組件数 

  （SSH 関係委員会） 

６）教育に係る補助金の獲得 
 －申請点数（得点割合） 

 －補助金額 

 （大学教育開発センター委員会） 

１）戦略計画 

 －成果指標 

１）出前講義の実施 

－受講者数 

－実施先の満足度 

（大学教育開発センター長） 

 

１）入学前教育の実施 

 －参加者数 

 －学生満足度 

（大学教育開発センター委員会等） 

２）学習サポートルーム等の正課外

学習の運営・改善 

－利用者満足度 

（大学教育開発センター委員会等） 

 

 

 

 

M S - 2 6 戦 略 プ ラ ン  

－開学 100 周年に向けて－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
              [大学・高校に関わる全ての人達と共有したい価値観] 

生涯学びを楽しむ・・・「Enjoy Learning for Life」 
 

V i s i o n：多様な経験を通して、学生が大きく羽ばたく「学びのコミュニティ」を創り広げる 

 

Mission：（教育ミッション）主体的に学び続ける「実行力ある教養人」を育てる 

      （研究ミッション） 「学問の探究と理論の応用」を通して、成果を教育と社会に還元する 

     （社会貢献ミッション）社会との「人的交流」を通して、地域の活性化に貢献する 
  

Key Performance Indicators（KPI）: 学生の大学に対する満足度、学生の学修成果、就職満足度、卒業後の帰属意識、教職員の帰属意識 

５本の柱 
（戦略ﾄﾞﾒｲﾝ） 

 

 

基 本 目 標 

研究の充実 

１．学生の多様な経験

による主体的な学

びの促進 

人材の確保と育成 

目 的 意 識 と 行 動 力

と 社 会 性 に 優 れ た

学 生 を 確 保 し 、 ビ

ジ ョ ン を 実 現 で き

る 教 職 員 を 育 成 す

る  

１．優秀な学生の確保 

社会貢献 
 

地域とともにある大
学として、地域の多
様 な ニ ー ズ に 対 応
し、人的交流を通し
て活性化につながる
サービスを充実する 

１．地域支援の充実 

ビ ジ ョ ン の 実 現 に

向け、戦略的かつ機

動的な組織・経営改

革を持続する  

２．ブランド力の向上 

組織・経営改革 

 

行動目標 

2015－2026 

１） 教学マネジメントの

実質化（学修成果の可

視化による教育改善）  

－学生の成長実感 

（大学評価専門委員会） 

立学の精神：「穏健中正で実行力に富み、国家、社会の信頼に値する人材を育成する」 

２．優れた教職員の確保

と育成 

多様性と実践性を大

事にする基礎教育と

専門教育を通して、コ

ミュニケーション力

と問題解決力をもつ

人材を育成する 

研 究 環 境 の 充 実
を 通 し て 、 社 会
に 評 価 さ れ る 学
術 の 創 造 と 普 及
を 図 り 、 教 育 と
社 会 に 還 元 す る  

１．独創的研究の推進と

研究成果の社会への発

信 

３．ビジョンの実現を

支える基盤整備 

教育の充実 

２．社会人の学び直しの

機会の提供 

１．組織の活性化 

３．学修・課外活動・

学生生活支援サー

ビスの充実 

２．大学院教育・研究

の質保証 

１）大学院生の研究活動支援 

 －申請者数 
－支援者数 

－学生満足度 

（大学教育開発センター委員会） 

 

１）全学及び各学部における

FDの実質化策の検討 
 －学部等別の参加率 

（大学教育開発センター委員会等） 

 

２）教員の ICT教育 
 －FD 実施回数 

 －学生の授業満足度 

（大学教育開発センター委員会等） 

 

 


